
 
1.は
 1
 近

ョ

圏広

題

来街

て

同

か

られ

 

お
られ
買
状況
基づ

市

「待

で行

に

る。

行

行）

う非

握

 
 
 1
 

わせ

の拠

 2
の

市計

 
 
 1

待

所

究

と

は

拠

を見

 
 

熊

熊

はじめに 
.1 背景 
近年、ライフ

ンの発達、大

広域化，地方

になっている

街者の増加、

いるが、特に

じ効果を持ち

ら、中心市街

れる。 
心理学的な経

おける歩行は、
られていない歩
買い物のような
状況として理解

づき、本研究

の回遊行動の

待ち合わせ」

行動」をあわ

は待ち合わせ

。さらに「つ

く」という明

）が先に設定

非目的行動

しやすいと考

.2 目的 
1）待ち合わ

せ場所を抽出

拠点となる場

2）ついで行

中心市街地の

計画に新たな

.3 研究の位置

待ち合わせに

の評価や待ち

は多く存在す

して考え、そ

ない。また、

点となる待ち

見た研究はな

待

熊本大学工学

熊本大学工学

フスタイルの

大型商業施設

方都市におけ

る。中心市街

、回遊行動の

に回遊行動の

ち、滞在時間

街地活性化に

経路選択につ

、「目標づけ
歩行」の２つ
な場合は、２

理解できる』と

究では「待ち

の研究を行う

」とそれに伴

わせた行為

せ場所という

ついで行動」

明確な目的行

定されている

（＝目標づけ

考える。 

わせを見るこ

出、地方都市

場所を把握す

行動を分析・

の待ち合わせ

な示唆を与え

置づけ 
に関する既往

ち合わせ場所

するが、待ち

その前後の行

、都市回遊に

ち合わせ場所

ない。 

待ち合わせ

学部 学生会

学部 正会員

の多様化やモ

設の郊外進出

ける中心市街

街地活性化を

の誘発が有効

の誘発は、来

間の増加も期

に大きく貢献

ついての知見

けられた歩行
つの枠組みで
２つの枠組の
とある。この

ち合わせ行動

う。「待ち合

伴う回遊行動

と定義する。

う回遊行動の

」には「待ち

行動（＝目標

るので、「つい

けられていな

とで、都市の

市の中心市街

する。 
考察するこ

せの実態を把

えることを目

往研究では,待
所での人々の

ち合わせを回

行動も対象と

に関する研究

所とそれに伴

せに着目

会員 ◯西野

員   増山

モータリゼー

出によって生

街地の衰退が

を図るために

効であるとさ

来街者の増加

期待できるこ

献できると考

見に、『平常時
行」と「目標づ
で捉えられる
の組合わさっ
のような知見

動」に着目し

わせ行動」と

動である「つ

。「待ち合わ

の拠点が存在

ち合わせ場所

標づけられた

いで行動」と

ない歩行）が

の中での待ち

街地の回遊行

とで、地方都

把握、今後の

目的とする。

待ち合わせ場

の行動をみる

回遊行動の一

としているも

究では、回遊

伴う回遊行動

した都市

 
野 貴之 熊

山 晃太 熊

ーシ

生活

が問

に、

され

加と

こと

考え

時に
づけ
る。
った
見に

し都

とは

つい

わせ」

在す

所に

た歩

とい

が把

ち合

行動

都市

の都

 

場

る研

一部

もの

遊の

動と

2.調
 2.
 今

いの

その

てい

が失

ケー

行わ

とし

 
2.2
 熊

地区

象地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 2.
 熊

て、

での

個人

記入

の詳

 

市回遊に関

熊本大学大学

熊本大学大学

調査方法 
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